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人とつながって生きる力

本校を会場として第３４回東雲祭を開催しました。文化の部は８月３０日と３１日の２
日間、体育の部は１日延期した９月２日に晴天の下で開催することができました。
今年の東雲祭では、「ＥＡＳＴ映え～＃チャレンジャーと繋がりたい～」というテーマ

のもと、生徒たちは短い準備期間にもかかわらず、しっかりとしたパフォーマンスを見せ
てくれました。テーマの「ＥＡＳＴ映え」とは、「東高が輝く、東高の生徒一人一人が輝
く」という意味です。また「チャレンジャーと繋がりたい」とは、「生徒一人一人が自分
の持ち場で『チャレンジャー』として頑張ると共に、一人一人が『繋がる』ことで大きな
力になって欲しい」という思いから、生徒会執行部が設定しました。
文化の部では、１年生の合唱はどのクラスも素晴らしい歌声を体育館に響かせ、２年生

のクラスミューミュージアムでは各クラスが創意工夫を凝らした展示を見せてくれました。
委員会や部活動による展示やパフォーマンス、イーストスピリッツなど、有志での活動も
大いに盛り上がった２日間でした。
体育の部では、３年生が中心となった応援合戦はどの分団も様々な工夫を凝らし、完成

度の高いものとなっていました。各分団とも１年生から３年生までの２００名を超えるメ
ンバーが、常に一緒に動きながら陣形を変え、歌い、踊るものとなっています。衣装は男
女それぞれが同じＴシャツに制服のスカートとズボンというシンプルなものですが、一生
懸命汗を流す姿はとてもさわやかで、清々しいものでした。
東雲祭全体を通して、生徒たちはとても素直に、純粋に楽しんでくれたと思います。そ

の楽しさは周りにも伝わり、元気を与えました。私自身、東雲祭中の東高生を見ていて元
気をもらった１人です。
本校の重点目標の一つに「人とつながって生きる力を向上させる」ことを掲げています。

現代の社会では、「正解のない課題に対し、様々な意見を持つ人たちと協働して解決策を
得ていくこと」が強く求められています。今年の東雲祭は、まさしくその目標を達成する
一つの大きな機会となったのではないでしょうか。
２学期の始業式で、「これから東雲祭の準備が始まりますが、うまく事が運ばない時や

意見が対立する時があるかもしれません。そんな時、時間がないからといって感情的にな
るのではなく、粘り強く互いに仲間のことを考えて話し合うことが重要です。説得力を
持って自分の意見を言ったり、相手の意見を傾聴することが、社会に出て必要とされるコ
ミュニケーション能力です。」という話をしました。
東雲祭を通して、生徒たちは「人とつながって生き
る」ことの難しさや、それを乗り越えて課題を解決
した時の喜びや達成感を経験してくれたと考えてい
ます。
今、松江東高校は、東雲祭という一つの大きな山

を越えました。実りの秋を迎えたこの時期、３年生
には受験に向けて学力の充実を、１・２年生には、
文理選択や進路目標の設定と、あわせて新人戦等の
大会に向けて部活動も精一杯頑張ってほしいと思い
ます。



全国高等学校総合体育大会（東海総体）
《アーチェリー部》
女子団体:47チーム中45位
女子個人:峯谷170位、藤原174位、内田175位
男子個人:北瀬169位

猛暑の中での大会になりました。女子は個の力を思うように出し
切れず悔しい結果となってしまいました。男子個人は２年生での出
場でしたので来年につながるよい経験になったと思います。

《ボート部》
男子４×＋（小堀・柳田・岩成・永海・永田）準決勝進出
女子４×＋（宮内・吉原・梶谷・槇野・野村）準々決勝進出

男女とも小さい体ながら、大きな漕ぎで全国のクルーと対等に戦う
ことができました。結果は男女とも「あと一歩で」という所でしたが、
全力を出し切った表情を見ることができました。成⾧した姿を見るこ
とができ、大変うれしく思いました。

全国高等学校総合文化祭（信州総文祭）
《ＪＲＣ部》
８月８日（水）～10日（金）に⾧野県で行われた「全国高等学校

総合文化祭ボランティア部門」に参加してきました。全国総文祭で
は、様々な県における高校生の取り組みを発表し合ったり、フィー
ルドワークをしたりしました。フィールドワークでは、普段なかな
か体験できない車椅子の誘導やバリアフリーの発見をして、障がい
のある方にとって小さな石や段差などもバリアになっているという
ことに気づきました。

全国大会出場
《書道部》
7月29日に四国中央市で行われた「第11回書道パフォーマンス

甲子園」に出場しました。本番では全国の強豪校に負けない立派
な演技を披露し、審査員からも「非常に完成度の高いパフォーマ
ンスだ」というコメントをいただきました。結果、帆風 成海賞を
受賞し、出場２大会連続の入賞となりました。応援ありがとうご
ざいました。
《文化創造部》
７月２３日(月)～７月２６日(木)に東京の国立オリンピック記

念青少年総合センターとＮＨＫホールで開催された「第６５回Ｎ
ＨＫ杯全国放送コンテスト」に次の通り出場してきました。

アナウンス部門 川上美瑠
朗読部門 梅山沙弥香 高橋希実
ラジオドキュメント部門 「小坂さん」
テレビドラマ部門 「コトノハ」

残念ながらいずれの部門も準決勝進出はなりませんでした。し
かし、「目標には手が届かなかったけれども、自分たちが全国的
にみて、どのくらいの場所にいて、これからどう変わっていくべ
きかを明確に知ることができました。」という報告会での部⾧の
あいさつから、部員たちにとって非常に良い経験となったという
ことがわかりました。
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すばらしかった…感動の東雲祭！
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１位：２６R
２位：２３R
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応援の部 １位：黄組 ２位：赤組 ３位：青組
競技の部 １位：赤組 ２位：黄組 ３位：青組
デコの部 １位：赤組 ２位：黄組 ３位：青組
総合の部 １位：黄組 ２位：赤組 ３位：青組

東雲祭お疲れ様でした。今年の
テーマは「EAST映え ～ #チャレン
ジャーと繋がりたい ～」でしたが、皆
さんは３日間どのようなチャレンジを
しましたか?
東雲祭の準備は、とても大変でし
たが、生徒会の仲間と無事乗り越え
ることができました。また、当日も多く
の人に助けていただき、本当に感謝
しています。
この東雲祭を通して、生徒一人ひ
とりが何かにチャレンジし、助け合い、
全校が一つに繋がったと思います。こ
の繋がりを大切にし、これからも東高
がずっとずっとEAST映えしていくよう
にみんなで頑張っていきましょう。
最後になりましたが、保護者の皆
様、先生方、たくさんのご協力、応
援、ありがとうございました。これから
もよろしくお願いします。

《 生徒会⾧ 渡邊 駿》
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【10月】
1日 中間試験9月27日～2日

３年進路検討会
4日 後期生徒会選挙公示
6日 駿台模試(1,2年)
10日 2年東京研修～12日
11日 校内実力テスト(1年)
12日 進研模試(3年)～13日
16日 １年島根大学訪問
17日 ETC⑤
19日 全統模試(3年)～20日
20日 土曜講座④
22日 3年保護者面談～24日

全統模試(3年)～24日
25日 立会演説会・生徒会⾧選挙
26日 教育課程実践モデル事業教員研修

【11月】
1日 生徒会専門委員会
2日 進研模試(3年)～3日
6日 進研模試(1年)

進研模試(2年)～7日
8日 生徒総会
10日 土曜講座⑤
12日 防災避難訓練(原子力)
14日 ETC⑥
16日 全統模試(3年)～17日
20日 試験発表
27日 期末試験～12月1日
28日 ３年進路検討会
30日 ３年進路検討会

【12月】
1日 期末試験

いじめアンケート
4日 球技大会
7日 マーク演習(3年)～8日
11日 ２年進路検討会～12日
13日 １年進路検討会～14日

地区高体連
14日 教育課程実践モデル事業教員研修
15日 土曜講座⑥

しまね大交流会(1年)
21日 終業式

マーク演習(3年)～22日
25日 3年冬季講座～28日

オープンスクール

【行事予定 Ｈ３０】

7月30日（月）、本校のオープンスクールが行われました。台風の影響が心配されましたが、暑い
中250名近くの中学生と70名の保護者の皆様にお越しいただきました。
開会行事では、はじめに生徒会⾧があいさつと校歌を独唱し中学生の皆さんを歓迎しました。続い
て文化創造部が制作した本校のPR動画を観賞した後、生徒は各教室に分かれて30分間の模擬
授業を受けました。ICTを使った各教科の授業を楽しそうに受けていました。

模擬授業が終わってから、希望者を対象に部活動見学・体験会が行われました。50分間の短い
間でしたが、各部先輩との交流も図られました。本校の雰囲気を知ってもらう良い機会になったと思い
ます。中学生のみなさん、またお会いできる日を楽しみにしています!


